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女性の会は「花のミヤザキ」さんで、「こけ玉づ
くり」を体験しました。苗木をポットから取り出し、
土の部分に「こけ」を糸で巻き付けて完成。蒸し暑
い梅雨の時期、涼しさを演出することでしょう。 

 
 

 

 

資料保存の会は、民話の原点「坊 
平」の寺跡の整備に向け、６日に寺 

                                       敷地内のカラマツの支障木（高さ 
20m・直径30～50cm）を数本伐 
採しました。(地元関係者了承済)  
13・14日は、坊平へ続く林道を重
機で普請しながら進み、坊平敷地 

等も整備し、伐採された支障木も運び出されました。今秋に公民館学社連携事業 
とタイアップし、案内看板も設置して、新たな豊丘の史跡とすべく計画中です。 

 
 
 

           地域づくり推進委員会は、園
里郷土資料館の展示方法の参考 

とすべく「茅野市尖石縄文考古館」を訪れました。学芸員より国宝土偶「縄文のビーナス」・ 
「仮面の女神」について、形状・表現について説明を受けました。「仮面の女神」の出土 
状況のジオラマもあり、またその他の数々の縄文土器の展示、土偶づくり体験、縄文人体 
験などのコーナーもあり、学びと体験ができる考古館となっていました。また諏訪大社下 
社春宮を参拝のち、芸術家：岡本太郎が絶賛した「万治の石仏」(万治３年建立)を訪れ、 
石仏の周りを願い事を心で唱えながら時計回りに３周するお参りも体験しました。 
 

 

 

 

 

 

  

 

                         

 

 

          

 

【豊丘地域の人口】 

 合 計 １,７３８人（-10） 

） 

男 性    ８７２人

女 性    ８６６人 

 世  帯  ７８１戸（-5） 

令和６年６月１日現在（前月差異） 



 

 

 

     豊小「さぐるチーム」(3～ 
6年生 19名)は総合の時間に、 
園里郷土資料保存の会の小林 
道男さんを講師に、豊丘民話 
の舞台となった地を訪ねまし 
た。5/28は雄竜が山になっ 
た離山に登り離山不動尊の舞台 
欄間に掲出してある切絵紙芝居『離山伝説』について説明を受けました。 
また児童達は安全を確保したうえで、竜の上アゴの「蛇の口」に登り、
竜が山になった事を実感(？)したようです。6/4は切絵紙芝居『たぬき 

の恩返し』の梅の木の「弁天さん」に行きました。たぬきのポン太が風邪を引いた源助爺さんを元気づけようと池
の鯉を捕まえた…と言われた弁天池で民話を振り返りました。途中、市道一番の急こう配を上り、「園里黄桜」の
原木について説明も受けました。地域の民話とその地を訪ねる地域学習により、地域愛がより深まる事でしょう。 

 
 

 

毎年行っている豊丘ダム湖周辺・ダム親水公園他の環境整備作
業(全体作業)が始まりました。２班に分かれ、ダム湖周辺は車で
移動しながら、また親水公園は分散し刈り払い機で刈り上げまし
た。女性会員はダム管理棟付近・親水公園のトイレ清掃等を行い
ました。現在豊丘ダム水力発電所改修工事を行っている協栄電気
興業(株)の職員も参加されました。次回は7/20（土）です。 

 
 

今年度第2回目の太極舞、まずは準備運動から。膝(ひ
ざ)の屈伸は、膝を曲げるのではなく、両膝に手をついて
お尻を前後に動かすことによって、自然に膝の屈伸運動
ができます。その部位動かすというよりは、他の部位を
動かすことにより、その部位が自然と動くようになって
くる…との事。太極舞(拳)の動作は、地球に負担を掛けな
い、気持ちで動かす「意識運動」(山崎講師)との事(？)。
少し難解です。講座後は、身体が整った感じがします。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

【 お申込み・お問い合わせ】：豊丘地域公民館 ☎０２６－２４５－９７６８  

      


